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スタートアップ企業の成長性分析（2023年）

～成長性予測モデル「SP」とは～
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調査概要

近年、スタートアップ企業への注目度が増しています。
2022年は岸田首相の「スタートアップ創出元年」宣言に始まり、
同年末には5カ年計画も取りまとめられました。

2023年に入ってからは支援策が相次いで発表されるなど、
スタートアップ振興は国策として注力されています。

そこで、成長性予測モデル「SP」を用いて、
スタートアップ企業における今後の成長性を分析しました。

成長性予測モデル「SP」とは
帝国データバンクで調査している信用調査報告書の情報を基に、「企業の売上高が3年後に
1.5倍以上になるか否か」を予測するモデルです。
予測結果を10段階のレベルに変換しており、レベル6以上で「成長性が高い」と判断でき、実
際にレベルが高いほど成長した企業が多く発生しています。
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調査結果

スタートアップ企業は、3年後に売上高が1.5倍以上となる企業の割合が全体の約9倍
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62.35％

6.87％

レベル10

成長性 高

分析対象企業全体

スタートアップ企業

※分析対象企業全体：約24万社 スタートアップ企業：約4,000社

9倍の差

成長発生率が最も高いレベル10では、分析可能な企業全体約24万社が6.87％であるところ、
スタートアップ企業に限定すると62.35％と約9倍の差が開きました。
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モビリティ

75.9％

AI

71.0％

不動産

70.5％

「モビリティ」分野で高い成長性、次いで「FinTech」「HR」「AI」などテック系も高水準

プラットフォーム

70.2％

FinTech

72.3％

HR

71.1％

調査結果 ～事業分野別のレベル10企業割合～

「モビリティ」分野では、空飛ぶクルマやEV、自動運転など審議中が注目されているなかで、
突出した成長性の高さが表れています。
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調査結果 ～資金調達額別のレベル10企業割合～
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63.4％

73.2％

64.7％

67.6％

70.9％

69.4％

76.7％

75.0％

70.8％

59.6％

5000万円未満

5000万円以上1億円未満

1億円以上3億円未満

3億円以上5億円未満

5億円以上10億円未満

10億円以上20億円未満

20億円以上30億円未満

30億円以上40億円未満

40億円以上50億円未満

50億円以上

調達実績なし

資金調達実績

「あり」

68.9％

資金調達の「実績あり」企業、「実績なし」と比較してレベル10の割合は高い

調達ラウンドを問わず「実績あり」企業のレベル10割合は68.9％でした。
「実績なし」企業と比較して、10ポイント近くの差が開く結果となりました。
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調査結果 ～東京23区のレベル10企業割合～

最もレベル10企業があるのは「文京区」 「渋谷区」「港区」も僅差で高水準

全国で都市部を中心に様々な振興策が講じられているものの、大多数は東京23区内に集積し
ています。
東京大学の本郷キャンパスを中心とした活発な産学連携などに要因があるとみられています。

68％以上

65％以上68％未満

60％以上65％未満

50％以上60％未満

50％未満/集計対象外

文京区 69.4％

渋谷区 69.1％

港区 68.1％
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調査結果のまとめ

スタートアップ企業をはじめとして、成長性が高い企業は存在します。
成長性が高い企業との取引は、自社のビジネスを拡大するチャンスです。

成長性予測モデル「SP」を利用することで、データに基づく【攻め】の意思決
定を可能にします。

１．スタートアップ企業は、3年後に売上高が1.5倍以上となる企業の割合が約9倍

２．「モビリティ」分野で高い成長性、次いで「FinTech」などテック系も高水準

３．資金調達の「実績あり」企業、「実績なし」と比較してレベル10の割合は高い

４．東京23区内で最もレベル10企業があるのは「文京区」
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成長性予測モデル「SP」とは

成長性予測モデル「SP」では、信用調査報告書を基に、企業の売上高が3年後に

「成長するか否か」を予測します。

20XX-2年 20XX-1年 20XX年 20XX+1年 20XX+2年 20XX+3年 20XX+4年
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3年前との売上高比の分布（縦軸：企業数、横軸：3年間売上高伸び率）

▼伸び率が1.5倍以上＝成長企業

（倍）

算
出
企
業
数

15,000

10,000

5,000

20,000

「成長」企業は全体の上位7.8%

▼売上高伸び率全体平均：約1.1倍

成長性予測モデル「SP」における成長の定義

SPでは、“「成長」＝3年後の売上高伸び率が1.5倍以上”と定義しています
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成長性予測に使用される信用調査報告書の項目

成長性の予測には信用調査報告書の以下の6項目を使用しています。

※直近２年の信用調査報告書を用いて予測を実施

①「会社の特色」
②「最近の動向と

見通し」

資金現況の内容
「大幅増加」または「増加」

／「横ばい」または「減少」

③資金現況／業況区分

評点全体に占める「規模」
要素の構成比を対数化
「規模」点 ÷ 総評点

④規模／総評点

代表者年齢をカテゴリ分け
したもの
30歳未満 ／40歳未満 ／50歳未満 ／
60歳未満 ／60歳以上

⑤代表者年齢区分

沿革特記事項（年表）で算
出月から3年以内の記載情報
「開設」、「移転」、「移設」のいずれかが

記載されている ／それ以外

⑥3年以内に事業所開設
フラグ

記載内容をもとにAIによる
テキストマイニング（BERT）

調査員が現地でヒアリングした膨大な文字情報から

“成長”した企業の傾向に近しいかを解析
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ご活用イメージ（SPレベルと取引額）

SPレベルと現在の取引額をかけ合わせることで、より多くの人的リソースを割くべき企業が分かります。

優先順位や人員の配置をより効率的に行うことができます。

10
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2

1

SPレベル

取引額

0 少 多

成長可能性「高」

成長可能性「低」

有望アプローチ先

未取引ないし取引額が少ないが、
成長可能性が高いため、

最も人的リソースを割くべき企業

更なる継続拡大

成長可能性が高い取引先のため、
更なる取引拡大を検討する企業

現状維持

一定水準の取引が
維持できているため、

現状程度の労力を継続する企業

アプローチしない
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「倒産予測値」とは
企業が1年以内に倒産する確率を予測し、10段階の格付け（グレード）「倒産予測値」を毎月ご提供します。

ご活用イメージ（SPレベルと倒産予測値）

SPレベルと倒産予測値を掛け合わせて、成長性の裏に隠された倒産リスクにも注視することを
オススメします。

安定企業

成長性は高くないものの、
倒産リスクが低く、安定している

ハイリスクハイリターン

成長性は高いが、
倒産リスクには不安要素が残る

アプローチしない

倒産リスクが高く、成長性も低い

最有力ターゲット

倒産リスクが低く、成長性も高い

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 SPレベル6以上

倒産予測値グレード6～10（高いほどリスク大）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

SPレベル5以下

倒産予測値グレード1～5（低いほどリスク小）
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導入事例の紹介

金融機関Ａ

課題

年商50億円以上をターゲットとしているが、競
合も似たようなターゲット設定をしており、後
れを取ってしまうことがある。

現在、年商が30億円以上でSPレベルが高けれ
ば（成長可能性が高い）、3年後に50億円以上
の仲間入りをしているだろうという仮説を考え
た。

営業担当が「御社は成長できそうですよ。売上
が伸びるときは資金が必要ですよね。」という
従来と異なるトークができるようになった。

オートリース会社Ｂ

課題

県内の幅広い業界・規模の企業をターゲットと
しているため、優先順位をつけるための情報が
必要であった。

今は小規模でも今後のポテンシャルがあるとい
うことで有益な情報と感じている。大手リース
会社と比べるとユーザーから情報を開示しても
らいにくいので助かっている。

Before

After
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ターゲットの具体的条件

貴社の営業ターゲットになり得るSPレベルが6以上の成長性が高い企業はどんな企業でしょうか？

以下のワークシートを基に、具体的なターゲットを考えてみましょう。

項目

営業エリア

ターゲット業種

売上高

従業員数

評点

規模

（ ）～（ ）百万円

（ ）～（ ）名

（ ）～（ ）点

条件とその理由

「評点」とは
企業の総合的な信用度を
100点満点で表す企業評価の指標です。
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無料カウントのご案内

条件のご検討

所在地・業種・売上高など
※ご指定企業に対するマッチングも可

カウントの実施

弊社にてカウントを実施
（数営業日）

カウント結果のご報告

結果について弊社担当者が
ご説明

貴社の営業ターゲットとなり得る「成長性が高い企業」は具体化しましたか？
考えた条件の企業が何社存在するのか、無料カウントを行います！
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お問い合わせ先

株式会社帝国データバンク
営業企画部マーケティング課

03-5775-3210

tdb_marketing@mail.tdb.co.jp


